
特別の教科　第１学年　　本時の指導計画例

	教材名　　　　　　　　　　　　　　
	本時のねらい　 
	時数

	10-３「決断！骨髄バンク移植第一号」
	悩みながらも自分の骨髄を提供した田中さんの姿から，人が互いに支え合って生きていくことの大切さを理解し，自他の生命を尊重しようとする態度を育てる。（D　生命の尊さ）
	　（　１　/　１　）

	

	段階
	学習活動
	指導上の留意点
	授業評価
	仙台版
スタンダードカリキュラムの視点

	導
入
	１　白血病と骨髄バンクについて知る。骨髄バンクについて知っていることはあるか。

	
[bookmark: _heading=h.gjdgxs]・白血病という病気の治療の困難さだけではなく，骨髄を提供すること自体が辛く大変であることと，骨髄バンクの運営の大変さを理解した上で，「決断！骨髄バンク移植第一号」を読ませる。

	
	②骨髄バンクについてHPなど　を提示し，教材への興味関心を持たせる。１人１台端末等のアンケート機能を活用し，「提供する」「断る」のアンケートを取り，　その理由を考えさせる。

	展
開
	２　「決断！　骨髄バンク移植第一号」を読んで話し合う。田中さんと橋本さんが，がっしりと手を握り合い，固い握手をして抱き合い，確かめ合ったことは，どのようなことだろう。

　　自

３　自己を見つめる。
今までに，命の大切さやありがたさを実感したことがあるか。



	

命
・主人公の心の中にある生命を尊重する気持ちや奉仕の心について考えさせる。
・生きていることのすばらしさ，生命の大切さについてこれまでの生活を具体的に振り返らせる。
	・主人公の気高い生き方に共感し，自分の生命と他の人の生命についての考えを深める発問構成になっていたか。
	③「二人が確かめ合ったことはどんなことだろう。」についてワークシートに記述させ，小グループで意見交流を行う。（ワークシートの活用）

	ま
と
め
	４　命の尊さ，かけがえのなさについて教師の話を聞く。
	・生命の尊さについて，その連続性や有限性も含めて
理解させ，多面的・多角的に考えられるようにした
い。
	・他の人の生命も尊重　
しながら，自分の生命を大切にして生きていくこが感じられる説話であったか。
	　


[bookmark: _GoBack]
※仙台版スタンダードカリキュラムの視点において，①は副読本の活用，②は情報活用能力，③は言語能力，④は地域の特性，⑤はたく生き　を表す。

